
文部科学省［新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム］地域別意見交換台

　　　　　　　　　「東北地区」平成２０年２月１９目（火）仙台

　薫風･満天フィールド交流塾が育む人間力

～遊びと農業の教育力が若者と社会を結ぶ～

　　　　　　　(秋田県立大学)

事例紹介内容の骨子

１．秋田県立大学の学部一学科構成と各キャンパスの位置

　　《大学紹介パンフレット｢いろいろな自分をみつけよう｣で説明》

2.薫風･満天フィールド交流塾プログラムの提案の背景

　い生物資源科学部アグリビジネス学科(平成１８年発足)

　　　それ以前は、秋田県立大学短期大学部、秋田県立農業短期大学

　　　教育重視の風土、「耕学一如｣、文部科学省ＧＰに３度応募

　２)学生支援ＧＰ(学生の人間力を高め、人間性豊かな社会人育成)へ応募

　　　私たちは何をやり、何を知り、何を持っているか

　　①作物栽培サークルヘの支援

　　　《論文｢作物栽培サークル｢畑っこ｣と農業教育｣秋田県立大学短期大学部紀要第2号(2001年)で

　　　　説明》

　　　　　・自主性の大切さに気づく、自分をみつめる、などの教育力を農業やサークルは持って

　　　　　いる、ということを知-⊃ている

　　　　　・学生と教員の距離が近い、という伝統を持っている

　　②地域による農業教育の導入

　　　《論文｢地域と取り組む農業教育｣秋田県立大学短期大学部紀要第3号(2002年)で説明)

　　　　　・職業観、農家や農村生活への理解(社会性)を地域は育むことができる、ということを

　　　　　知っている

　　　　　・学生と交流していただける地域の農家を持っている

３．薫風･満天フィールド交流塾プログラムの内容

　　《ＰＤＦファイルA　「薫風･満天フィールド交流塾｣で説明)

4.薫風･満天フィールド交流塾の活動状況

　　《ＰＤＦファイルＢ｢薫風･満天フィールド交流塾｣の活動状況で説明)



ＰＤＦファイル　Ａ「薫風･満天フィールド交流塾」
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■取組の趣旨・目的
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　本取組は、莉者の人問力向上という社会的要請に応えるため、白然との

交流（遊び）と農業の教育力を活かした学生支援を行い、行動力と創迫力

に富み社会性蕪かな人材を育てようとする取組です。その特徴は、豊かな

白然、農業･農村、それらを教育研究している多様な教員を資源とした「薫

風･満天フィールド交流塾」を開設することです。この「薫風･満天フィー

ルド交流塾」では、様々な動植物に触れ自然のなかで遊び、農業を体験す

ることで、感性、探求心、コミュニケーションカ、行動力および創造力を

培うことを期待しています。

　また、本取組では、学生が農村に出て地域の人々と生活や作業を共に行

う中で、農村の伝統や文化に触れながら、思いやりの心、達成感、|一lll性

を育み、農村生活への理解を深め、社会性の向卜｡につながる機会の提供も

計画しています。

　本取組での体験は、学生の学修への動機づけを明確にし、木交流塾と学

修の相乗効果によって、本学の目指す人間と生物資源との関わりを理解し、

未来を逞しく切り拓く人材が育つものと期待しています。

幽幽●ａ●●●●●働個●●幽幽●●●畠●働●・働幽・●●●●●●●●幽番●幽●

　現在、意欲・活力のない学生等が増加しているといわれる背景には、Ila

近の就業環境や経済環境の悪化という社会的状況もありますが、むしろ、

かつては当然であっだ遊び”の機会、即ちその過程で感動や発ほ、挑戦

などを経験し、結果として行動力、創造力や社会性を身につける場面が少

ないことが起因になっていると考えられます。

　本取組の趣旨は、学生に体験を経て醸成される活力や豊かな感性、主体

的な行動力を身につけられるよう支援することです。本学には約200 ha

の圃場と動植物資源や諸施設を擁する「フィールド教育研究センター」が

あり、広い農村も近在しています。これらの農業・農村、生物、自然環境

の持つ教育力と「フィールド教育研究センター」の地域交流機能を有機的

に話･用し、学生がいつでも自由にI‘遊び’･を起点として白己啓琵ができる

場と支援体制を「薫風･満天フィールド交流椙」として構築Ｌ、「見る」、「体

験する」、「交流する」、「考える」、「行動」することを通して、間題意識や

コミュニケーション能力の向上を図り、意欲的で入閣力を備えた若者を育

成することが、本取組の目的です。
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　薫風・満天フィールド交流塾には北東｣ﾋの豊かで厳しい自

然の春夏秋冬があり、多様な専門と特技を持つ教職晨や地域

のサポーターがいます。そして、交流塾の核となるフィール

ド教育研究センターには[教育研究実践エIJア]、F農村環境･

生態系保全エリア｣、｢地域交流エリア｣、さらに｢アグリピ

ジネスエリア」が整備され、圃場・温室・水路、

交流農園や動物広場など、機械設備を含めるとひとつの農村

集落とも言える環境がつくられています。すなわち、ここに

は学生が“遊び’Iを起点として自由な発坦でやりたいことが

出来る素地がIIlg広く揃っています。

　学生たちはここで様々な“遊び･’を通じて行動力、創造力、

社会性を高めることができます。また、i人間力」を高めた

若者が、ａ業系サークルの大学間ネットワークを桐築し、そ

のネットワークを基盤として「全l」|農業・農村学生フォーラ

ム|をほl催することで､活動成果を社会に発信し、自信を持っ

て社会に船出Iすることが水取組のIlj終目標です。
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図１．本取組の全体像
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？……州リj.ﾄﾞ･ﾚ遊び勺P起点とした?'勤を実現するための多様なメニjl……と.1､､||･Slj｡J･..μj･..lijl･.ii･i'1(lll)

　薫風・満天フィールド交流塾では、学生が‘゜遊び¨の

多様なメニューを整え､自由な発想に基づぐ‘遊び"ど‘学

び"を支援します。メニューは、四季折々の自然や生き

物に接するものをはじめ、作物栽培や家畜の飼育、食品

加T:や食文化、伝統工芸や郷土芸能など農村｡文化に関わ

るものを具体化し、参加者を郷り、場所、指導者、道具、

材料などの｢1｢iで支援するal一画です。また、メニューにつ

いては学生の要望に加え、教職｡昌や地域住民の意|&｣も反

映することにしています。実施には、学生の学｡休性を尊

垂し、平日の放謀後等は自学｡的な活動、休|ﾖは教職Ｕや

地域住民なども含めたグループ活動が中心となります。

謂本取組の年次計|由い豚12）

　木取組では、I‘遊びI'の発展モデルとして３段階を想定

しています。笛１段階では、物事に感動する感性、発見－

する'震びや達成感、挑戦心や行動力が養われること。第

２段|恥では、１年目の参力LI表に対するサポート、子供の

プレーリーグ一役や地域住民との対応、他大学との交流

など運営を補佐する役割を担い、組織運営やマネジメン

ト能力、リーダーシップなどの資質が養われること。第

３段|莉では、それまでの過程で得られた感性や人|背1力を、

勉学や就業、社会との|ふSIわりなど自身の将来性に活かし

ていくことです。なお、このような活動は、メンタル[i

のカウンセリング機能をlllj完し、力|]えてリフレッシrl.の

機会を提供することにもなります。
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図2.本取組の年次計画

　初年度は学部数I睦男中心の運営体制をとり、活動メ

ニューは活動支援チームが作成する計画です。また、学

生向けの広報と情報発信のために「交流塾テレビ扁」を

開設し、施設面では調理機能等を整えることにしていま

す。

　２年度目は、支援教職員数を垠やし、前年度からの塾

生も塾の運営を補佐する役害|』を担うことになります。ま

た、大学|笥ネットワークづくりを|創始し、活動メニュー

は塾生の市､体的活動により充実させるlっ定です。施設面

では、ものづくり工房や交流塾ギャラリーを整備するこ

とにしています。

○

３年度目は、塾の運営において可能な部分を塾生に委

ね、学生の主体的活動活動へ重心を移しながら、大学間

ネットワークの効果でさらに活動内容を充実させるal一画

です。ここでの大きな目標は、東北・北海道農業・農村

学生フォーラム（仮）を開催すること､交流塾ギャラリー

による情報発信を14M始することです。また、活動成果の

刊行準備も15定しています。

　４年度目は、大学間ネットワークと情報発信の総括的

な位屁づけともなる全国座業・農村学生フォーラム（仮）

の開催を目指します｡また､活働成果を刊行するとともに、

成吸の公表と総括を目的としたシンポジウムも開催する

計画です。
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　第１は「薫風・満天フィールド交流塾」への評

価で、３つの評価体制を整備します。その１つ目

は『塾生活動報告会jにおける白己及び相互評価

です。活動内容や成果について報告するとともに、

塾生が自己評価と相互評価を行います。次いで２

つ目は塾長及ぴ支援教員等で構成される『塾生支

援チーム評価委員会jにおける学生の取組状況評

価です。また、ここでは定期的に取組の進捗状況

をモニタリング評価する機能をもたせます。最後

の３つ目は地域住民・自治体・諸事業体により構

成される『交流塾外部評価委員会』による総合評

価です。ここでは目槌到達度、諌屈克一対応のあ

り方、地域に’j･えた影響について評価します。こ

の結果は次年度の取組に反映することになります。

一 一 一 一

図3.本取組の運営評価体制
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本取組では、「薫風・満天フィールド交流塾」自体の評価と、学生白身が育てた感性・能力

についての２つから構成される評価システムを導入します。（lg3）

　第２は本取組の目標であるツ生の行動力・創造

力・社会性の向ﾄ等の評価です。この評価は塾員、

副塾長、アドミッションチーム、教務･学生委員会、

就職支援チーム､カウンセラーから構成される『入

閣力向上評価委は良二で本取組の効果を定量的に

評価するのがねらいです。

　以卜の評価システムは、入学における「人間力

の発達」を支援する目的を達成するための客観的

システムであり、最終的には４年厄日のシンポジ

ウムでその評価を総括することにしています。本

ＧＰ袖朗朗開終了後も、本取組及び評価システム

は学竺支援の重友な柱として継続させる計画です｡
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づ冪７回企涯ドﾝ汐/汐諸斐体験ｿ

　最初の第１弾企画には､秋田の食文化を知る体験として「ハタハタ」を敏江｡卜げ､男鹿「ﾄﾞの北浦漁港を訪れた。

ハタハタ漁に関心を寄せていた学生は、水揚げされたハタハタを見ながら説明に耳を傾け、水揚げ揚や選別作

業などを見学しました。また、ブリコ（卵）を頬張りながら漁師と交流する光景は印象的でした。参加学生は、

秋田の特産である「ハタハタ」がどのように水揚げや出荷されているのかなど、見学と地元の漁師との交流を

とおして知識を深めることができました。

　見学後は、本学のフィールド教育研究センターにて学生がハタハタ料理の「しょっつる（魚醤）鍋|づくり

に挑戦し、試食体験しました。女f学生は、ハタハタの調理指導を受けながら鍋づくりに励み、男子学生は蒜

ながらの薪割りとお釜での炊飯に挑戦しました。学生手づくりの｜しょっつる鍋」と御飯を最後に試食して終

了しました。

）雁２回企浬ドﾝ汐ﾉ汐廠の言言体貌ﾉ

　ここでは第１回企画に引き続きハタハタの加工を体験しました。今月は、力兜巾北浦の武ﾛ］水産株式会社の

協力を得て、ハタハタ鮨（飯ずし）製造を体験しました。不帽れな手さばきでしたが、工場職員からの指導を

受けて脂製造を楽しみながら学びました。学生が製造したハタハタ脂は第利一y企画まで熟成させました。

礼節ﾀ回診置クィズ≠ャン糾ﾑをﾌぐっでみようｺﾞ

Ｊ

Ｊ

　かまくらとひと味ちがう、幻想的な輝きをみせるアイスキャンドルをつくり、若い学生の感性やアイデアを

引き出す、自然と触れあう企画を実滴しました。あいにく、降雪がなく、冬景色のなかでの灯火は実現しなかっ

たものの、参加したは２日間で約300個の鮮やかな彩りのアイスキャンドルを制作しました。

●



　　　　　　　　　　学生支援GP事務局

代表：アグリビジネス学科准教授露||府浩

Te1: 0185-45-2026 （代表）

Fax:0185-45-2377

e-mail:kunpu＠akita-Pt」.a帽P

URL:http://www.akita-Puacjp/kunPu-marlten/ コ
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公立天学法人秋田県立大学大潟キャンパス

｢薫風・満天フィールド交流塾｣
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？鳶４泥砂盾/差んぽをつぐっ乙みよう.ﾉ・/ﾝ1タノ|夕齢Z)愈泄蔵農り

　秋川県を代表する郷土料理のひとつ「たんぽ」と「きりたんぽ鍋」づくりを体験しました。秋田県北部の大

館巾で鍛験交流型の直売所「陽気なほさんの店ｺﾞを営む「陽気な母さんの店友の会」の方３名の指導を受けな

がら、御飯をすり鉢で潰し、秋田杉の串に巻いて炭火で焼き、「たんぽ」をつくり、みそたんぽどきりたんぽ

鍋にして試食しました。また､前回のハタハタ飴が食べ頃を迎えたので､これも倚わせて試食をおこないました。

本格的な作り方を学んだ学牛たちには、みそたんぽ、きりたんぽ鍋、ハタハタ脂のいずれも大変好評でした。

(。ﾚ置子言言言特聯鴨懸す郷で勺土玉竺づづ号づﾌﾟ
　食品添加物を使わずに、詰ながらの製法による畑製づくりを２日にわたって行いました。素材は比内地鶏と

豚のバラ肉で、初日は比内地釦をと殺・解体し、肉を塩漬けにして１晩lf!l抜きをしました。２日目は比内地鶏

と豚肉を塩・砂糖一秀辛料・香|一味野菜に漬け込む作業を行いました。これは一定期間漬け込んだ後、流水で塩

抜きし、割‾】中旬に開催される「薫風・満天フィールド交流塾雪まつり」の際に煽して試食する予定です。

1.｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡
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ＰＤＦファイル　Ｂ「薫風･満天フィールド交流塾」の活動状況



「薫風・満天フィールド交流塾」の活動状況

（学生支援ＧＰ地域別意見交換会［東北地区］資料）

秋田県立犬学

平成20年２月18目作成
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平成19年度

　｢新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム｣

選定理由書

大学・短期大学・

高等専門学校名
秋田県立大学

プログラムの名称 薫風・満天フィールド交流塾が育む人間力

　（選定理由）

　秋田県立大学においては、学生支援を行う教職員の資質向上のため

のFD・SD活動に積極的に取り組むなど、包括的な支援の実効性確保

のための取組を着実に実施されています。

　今回申請のあった「薫風・満天フィールド交流塾が育む人間力」の

取組は、大学が保有する豊かな環境資源を活用し、自然を教育者と見

立て、若者の人間力を育むことをねらっているものであり、「人間力向

上」という新たな社会的ニーズに対応した地方大学ならではの特色あ

る学生支援であると考えられます。

　本取組は、学生に自然や農業との交流で「遊び］を経験させ、その

　「遊び」を起点として、人や社会に対する様々な「気づき」を持たせ、

最終的に「人間力向上」を図るというものであり、この「遊び」に向

けたエネルギーを利用して、様々な「気づき」に到達させようとする

ところに、本取組のアイディアがあると考えられます。

　地域との連携、農学系サークルの大学間ネットワークの構築など、

学外との連携も計画されており、この取組の社会的効果が期待され、

他の大学等の参考となる優れた取組であると言えます。



１．活動メニュー等

平成19年度「薫風･満天フィールド交流塾｣の活動状況

(平成20年2月1白日作成)

月　日 内　　容 説　　明

12月９日
ハタハタ満喫体験

薫風･満天フィールド交流塾開塾式

男鹿市北浦漁港見学､大潟キャンパスフィールド教育研究センター(大潟キャンパスFC)で試食

大潟キャンパスFCで実施

12月16日 ハタハタ鮨の製造体験 武田水産株式会社工場内で製造(男鹿市北浦)

12月23日 アイスキャンドルづくり 大潟キャンパスでつくる

12月24日 アイスキャンドル飾り付け､点灯 大潟キャンパス学生寮前で実施

１月１９日
ハタハタ鮨試食 １２月１６日製造したハタハタ鮨の試食(大潟キャンパスFC)

きりたんぽ鍋づくり体験 きりたんぽづくり、きりたんぽ鍋づくり試食(大潟キャンパスFC)

2月2,3,15.16日 薫製作り 本物の薫製作り(大潟キャンパス)

2月15,16日 他大学との交流 宮城大学自然研究部と本学のサークル｢草っこ｣等が交流(大潟村､大潟キャンパス)

2月16日 交流塾雪まつり クロスカントリースキー､かまくらづくり、石焼き鍋作り体験(大潟キャンパスFC)

春休み期間中 学生が希望する活動支援 釣り、山歩き等季節に応じた活動支援(地域､大潟キャンパス)

注)大潟キャンパスにはアゲリピジネス学科榛(S,4年次)およびフィールド徹宵研究センターがある

２．フォーラム等の参加

月　日 内　　容

2月9,10日 平成19年度｢大学教育改革プログラム合同フォーラム(横浜)｣参加､ポスター発表

2月19日 文部科学省｢新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム｣地域別意見交換会｢東北地区｣に参加･発表

3.新聞等での記事掲載

喩．

月　日 新聞社等 説　明（記事タイトル）

12月7日 記者会見 河北新報社･秋田魁新報社･読売新聞社が取材

12月８日河北新報社 学生の｢遊び塾｣開講あす･秋田県立大

12月８日秋田魁新報社 遊びで｢人間カ｣育成県立大が新プログラム

12月8日 読売新聞社 ｢遊び｣活用体験学習県立大かまくら作りやクロスカントリー

12月９日秋田放送(ABS)取材 ハタハタ満喫体験を取材

12月15日 秋田魁新報社 県立大･体験プログラムハタハタ料理に挑戦学生15人男鹿で漁港も見学

12月17日 秋田放送(ABS) ニュース(リアルタイム)放映

2月1日 秋田県全戸配布広報紙 特集薫風･満天ﾌｨｰﾙﾄﾞ交流塾が育む人間力～秋田県立大学～

2月14日 旺文社
大学受験｢パスナビＪＨＰ学校注目情報

学生の行動力や社会性を養う｢薫風･満天フィールド交流塾｣秋田県立大学

2月18日 秋田魁新報社 県立大雪まつりかまくら体験大潟村宮城大からも参加

4.会議

月　日 内　　容

11月９日 第1回拡大塾運営チーム会議

11月16日 第2回拡大塾運営チーム会議

11月26日 第3回拡大塾運営チーム会議

|1月28日 第1回交流塾本部会議

12月3日 第４回拡大塾運営チーム会議

12月７日 第5回拡大塾運営チーム会議

12月17日 第6回拡大塾運営チーム会議

12月21日 第7回拡大塾運営チーム会議

1月7日 第8回拡大塾運営チーム会議

1月18日 第9回拡大塾運営チーム会議

1月25日 第10回拡大塾運営チーム会議

１月28日 第1回交流塾実施委員会会議

2月1日 第11回拡大塾運営チーム会議

2月14日 第12回拡大塾運営チーム会議



｢薫風･満天フィールド交流塾｣入塾申し込み用紙
藻

，

希望する分野(該当する分野の番号を○で囲む)

　１．自然一叢との交流　2.人との交流(サークル活動) 3.社会との交流 4.社会への発信

II生には、「活動報告書の作成j、「剱生活動報告会への参加」およびr･人間力向上に閣する評価への協力.jなどを

お薗いすることになります。
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平成20年1坦1日掲示開始
ｊ

第４回塾企画活動メニュー

活動内容ハタハタ寿司試食体験

　　　　　　　ぎりたんぽづくりときりたんぽ鍋調理試食体験

活動日　１月19日(土)

活動場所　大潟キャンパス

送迎バス　汪＜⊇;……1ｭ､､午前9時30分出発

　　　　　(センター試験のため学校内には立ち入りできません)

概　　要｢第2回活動メニューハタハタ寿しの製造体験｣でつくった

　　　　　ハタハタ寿しの試食｡きりたんぽづくり、きりたんぽ鍋づくりと試食

申込締切１月１８日(金)



平成20年]旧11日掲示開始

薫風・満天フィールド交流塾

郷土食づくりと試食体験をしてみませんか。

活動内容　ハタハタ鮑の試食　たんぽときりたんぽ鏑づくり・試食
活動日　１月１９日（土）１０時～１４時頃
出発時間　追分駅　午前９時３０分（バスで送迎いたします。）

活動場所　大潟キャンパス・フィールドセンター（集合時間：午前１０時）
概　　要

・ツバ釜でご飯を炊いて、たんぽづくりを体験する。
・きりたんぽ鍋をつくる。

・きりたんぽ鍋完成後、１２月１６日に塾生が製造したハタハタ寿しと一緒に試食する。
　　（お昼頃を予定）
・参加料は無料です。

※ハタハタ寿しはたくさんありますので､お裾分けがあるかも?欲しい方は入れ物を持参し
　た方が得かも?

申込締切　準備の都合上、１月１８日（金）

　『事務局へ必着のこと。電話・メールでも可
』　■・・　　　還･■　　　■

午前中とします。

　･･■s-･'･　--'圖'゛－s-U rsMbi　/　″'ゝU "JOJ
今回は、冬休み、今後の日程から実施日が限定され、

とをご了承ください。
とりまとめ期間が短くなっているこ

参加を申し込まれる方は、下記の申込書に記載のうえ事務局へお届けください。

　　　/－-〃　-J-皿-J＝-=　　　　　＝　　　＝(電話:0185-45-9651 メールアドレス:ku耶u-manten@akita-pu.aejp　）

※先般のハタハタ鍋の調味料としてしょっつるを使用しましたが、しょっつる製造元の

　諸井秀樹さんから秋田キャンパスで/’£｡よっつｊｊ･６－－､汐盆戈’忿差;考;;ili5./として
　の講演がありますので、受講をお奨めします（専門基礎科目「食文化と地域」の講義

　にて実施）。日時はｌｊ１８日（金）午前８：５５～９：２０、場所はＡ３０３です。

　受講するにあたり申込みは必要ありません。直接A303へお越しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切り取り線|-■■■a■--■■■■■--■･-■■■■■a-■--■｡■■■■-♭-J-■■■■■山■

「郷土食づくりと試食体験」参加申込書

氏　　名 学　科 学年 学籍番号 連絡先(携帯番号) メールアドレス

送迎バス利用

(いずれかに○)

有　　無

有　　無

有　　無

いよ

ｰ

引こして

ｰ－
ださい，

※参加者の個人情報は、薫風・満天フィールド交流塾活動メニューの参加者を取りまとめ、連絡調整に

　使用するものです。他に提供することはございません。
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平成20年度薫風･満天フィールド交流塾活動メニュー(案)

(学生､教職員および塾が平成20年度に活動を希望しているメニュー)

ぃ
つ

活動メニュー 活動内容 活動の概要 提案元

自然一廉との交流

自然との触れあい

(外遊び)

山菜採り 季節毎の山菜とり体験と食に至るまでの体験 学生

釣り 河川､湖水､海釣り体験 学生

山歩き 山歩きによる自然とのふれあい 学生

天体観測 天体望遠鏡での宇宙観測 学生

雑草観察 雑草観察と利用 学生

いかだ いかだづくりと川くだり 学生

水路探索 ボーﾄによる河川等水路探索 学生

カヌー 手造りカヌーで河川･湖水の散策 学生

キャンプ キャンプ体験 学生

ロッククライミング ロッククライミング体験 学生
ロードバイクキャラバン ロードバイクで長距離ツーリング 学生

雪中散歩(スキー) クロスカントリー体験 学生

アイスキャンドル アイスキャンドルをつくり幻想的な体験 学生

農とのふれあい

堆厩肥作り 食物残澄を利用した堆厩肥つくり、堆厩肥からバイオエネルギー作り 学生

野菜･作物づくり 土作りから収穫､試食までの体験 学生

ラジコンヘリ ラジコン操縦技術の習得と農業への利用 学生

蜂蜜 養蜂と蜂蜜づくり体験 学生

ハープ園 多くの種類のハープづくり 学生

動物とのふれあい 各種動物の飼育とふれあい 学生

食品加工

乳製品 乳製品の製造体験 学生

発酵食品づくり どぶろ<･味噌･納豆･ヨーグルト等 学生

燐製 ベーコン、いぷりがっこ等の製造試食 学生

漬物 各種漬物の製造 学生

各種料理づくり 地産地消をメーンとしたレシピづくり、スローフード運動の理解 学生

ものづくり

村づくり 活動拠点･蛍生息地･ﾊｰﾌ'が-ﾃ'ﾝ等環境整備づくり 塾

日曜大工 木工､鉄工によるものづくり体験 塾

陶芸 七宝焼き等陶芸づくり 学生

ソーラーエネルギー利用 ソーラーカーづくり 学生

バイオェタノール バイオエタノール製造と利用 学生

人との交流

サークル活動

大学農業系･自然系サークルとの交流 県内･外の大学の自然系･農業系サークルと秋田県立大のサークルとの交流 塾

花壇作り 各地の観光総合案内所等に薫風･満天フィールド交流塾の花壇作り 塾
新聞づくり 新聞づくりによる塾活動の社会への発信 学生

テレピ局運営 ｷｬﾝﾊﾟｽﾃしﾋﾞ放送番組制作 学生

交流塾まつり 薫風･満天フィールド交流塾夏まつり 学外交流･バーベキュー･竿灯･釣り･カヌー･気球･その他いろいろ体験を提供 塾

交流塾まつﾘ 薫風･満天フィールド交流塾雷まつり 学外交流･雪中散歩･かまくら･雪合戦その他いろいろな体験提供 塾

社会との交流

農家との共同生活 地域農家との交流 生産現場で活躍している農業者との交流 塾
野外ライブ交流 一泊二日の野外交流 男鹿市の漁村で野外ライブ(和太鼓他)と学外交流 塾

郷土食体験

ﾊﾀﾊﾀ漁見学､ﾊﾀﾊﾀ鍋 ﾊﾀﾊﾀ漁現場見学､ﾊﾀﾊﾀ鍋の試食 塾

ﾊﾀﾊﾀ寿し製造 現場での加工技術習得､試食 塾

きりたんぽ鍋づくり きりたんぽづくりと試食 学生

郷土の文化､芸能体験

尺ハづくりと演奏 塩ビ管尺八手作り･演奏講座で学ぶ 教職員

ケラ作成交流 現場で作成体験･若者との交流 塾

ナマハゲ体験 男鹿の奇習ナマハゲ体験交流 塾



／

庶務

塾長補佐

士

(企画担当)

汗算・施設担当)

(広報担当)

(地域交流担当)

３．塾生の募集

１）活動開始時の募集（2007年11月）

　①ポスター、パンフレット等により、学内に周知を図る。

　②学科長会議等を通じて全学部の協力を要請し､講義等の機会に学生への周知を図る。

　③学生は、塾事務局に活動を希望する分野（自然・農との交流、人との交流、社会と

図１　薫風・満天フィールド交流塾運営チームの組織

塾推進員（評価担当）

塾推進員（募集担当）　　　　

ノ

塾推進員（サークル・大学間ネットワーク担当）

１

運営方針

　塾生（学生）

しなやか運営」

２．塾の構成

薫風･満天フィールド交流塾の運営方法(平成19年11月９日決定)

はもとより、交流塾に関わる教職員も生き生きと活動できる「ゆるやか・

を目指す。

１）塾生（学生、教職員）

２）塾運営チーム

　・塾長：交流塾の運営および塾活動の統括

　・副塾長（２名）：塾長への助言・塾長代理

　・塾長補佐（嘱託職員）：交流塾の管理運営、連絡調整および事業の実施支援

　・塾庶務（嘱託職員）：塾の事務・経理、連絡調整および事業の実施支援

　・塾推進員：担当分野‘1の企画と実施により塾の運営を担うとともに、活動メニュ

　　ーの実施を支援する。塾長、副塾長は塾推進員を兼務する。

　　（＊１）担当分野例：塾生募集、活動メニュー整備、施設整備、大学間ネットワーク

　　　　　　　　　　　　・学生フォーラム、地域交流・広報、評価システム、予算など。

※塾運営チーム会議を月に１回開催する。

　塾長

ノ

乙副塾長

≒

０１

入塾推進員

（例）塾推進員

　　　塾推進員

　　　塾推進員



　　の交流）および具体的な内容を所定の用紙に記入して申し込む。また、活動をとも

　　にしたい教職員がいる場合は、その氏名も合わせて知らせる。なお、募集に際して

　　塾生の義務ｏを明示する。

　　（＊２）塾生の義務：活動の記録・報告、塾生活動報告会および交流塾祭への参加。

　　　　　　　　　　　人間力向上に関する評価への協力。

　※今年度の活動期間は、原則として12月から３月とする（来年度以降の継続可）。

２）活動開始以降の募集（2008年1月～）

　①塾の概要活動内容を「交流塾テレビ局」等を通じ学生へ周知し、入塾を希望する学

　　生を募る。

　②学生は、既存の活動への参加を希望する場合は、その旨塾事務局に申し込む。

　③新規の活動を希望する場合は、上記１）の③に準ずる。

　④その他、具体的な活動希望が纏まっていない場合も、塾事務局で随時相談に応じる。

　※活動期間は、原則として４月～３月とする（次年度以降の継続可机

４．活動メニューの設定から実施まで

活動メニューは、おおよそ次のような過程で設定・実施する。

　①次の３つの方法により活動メニューを企画する。

　　Ａ．学生の要望

　　Ｂ．教職員の提案（教職員の趣味や特技に基づくものなど）

　　Ｃ．交流塾の企画（自然・農との交流、人との交流、社会との交流に繋がるもの）

　②活動メニュー毎に、内容、予算等の素案を作成し、全学的な協力のもと、指導・協

　　力者（以下、リーダーとする）を募る（可能であれば、リーダー候補者も交えて素

　　案を作成する）。

　③各活動メニューの素案、メンバー、リーダー候補者を検討し、実施の可否を決定す

　　る。

　④活動メニューの実施に必要なリーダーとして、本学教職員や地域住民等に文書によ

　　り活動への協力を依頼する。

　⑤申し込みを行った学生には実施が決定された活動メニューを通知し、全学的にも周

　　知する。

　⑤活動メニューの実施に必要な指導・協力者と、必要な場合は学生を交えて内容、目

　　標、予算等の計画を確認し、必要に応じて修正の上、活動メニューを実施する。

　⑦活動メ＝ューの実施にあたっては、各実施日の翌日までに活動報告を集約し、塾生

　　以外の学生や教職員、地域住民からの評価や苦情も受け付ける体制を整える。

　⑧進捗状況をはじめ、問題点や課題を随時把握し、必要に応じて対応する。

活動メニューの企画

　(内容､メンバー、

　　リーダー､予算)
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図２　活動メニューの設定から実施までの流れ
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顧問

塾長

　　　　　塾運営チームメンバー（平成20年1月11日現在）

＊＊　＊　フィールド教育研究センター　教授

＊＊　　＊（担当分野：統括、塾生募集）アグリビジネス学科　准教授

塾長補佐　＊＊　＊　（塾の管理運営、学生・教職員・地域住民との連絡調整、

　　　　　　　　　　学生支援事業の実施支援）　嘱託職員

副塾長

副塾員

塾推進員

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

庶務

＊

＊

＊

＊

＊

＊

(活動メニュー整備・企画、施設整備)アグリビジネス学科　准教授

(大学間ネットワーク、学生フォーラム、拠点整備、シンポジウム)

フィールド教育研究センター　准教授

(塾生募集)総合科学教育研究センター　教授

(塾生募集)応用生物科学科　教授

(塾生募集)生物生産科学科　助教

(塾生募集)生物環境科学科　准教授

(人間力向上評価)教務・学生チーム　シニアスタッフ

(広報・地域交流、書籍)アグリビジネス学科　椎教授

(予算作成一管理、拠点整備)アグリビジネス学科　准教授

(評価システム、報告書、書籍)アグリビジネス学科　椎教授

(サークル活動、大学間ネットワーク、学生フォーラム、シンポジウム)

アグリビジネス学科　准教授

＊＊　＊（塾の事務・経理、学生・教職員等との連絡調整、学生支援事業の

　　　　　実施支援）　嘱託職員

塾支援員

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

　＊＊　＊

（木工関係メニュー）木材高度加工研究所　教授

（虫あそび関係メニュー）生物生産科学科　准教授

（魚関係メニュー）フィールド教育研究センター　教授

（食関係メニュー）アグリビジネス学科　教授

顧問～塾推道具が「塾支援具」を兼ねる場合かおる。

塾支援具が増えることが期待される。



これからの薫風･満天フィールド交流塾

　私の講義でのことですが、交流塾の活動に参加した学生の何人かで受講態度に変化がみ

られました。すなわち、目の輝きが、交流塾活動への参加の前後で変わりました（２名）。

また、いつも眠・ていた学生が、いくっかの活動への参加を経て、直近の講義ではとうと

う、最後まで起きて聴く上うになりました（１名瓦その上うな話を塾運営チームの先生

たちに話すと、皆さん「本当かな～？偶然じゃない｡」と、とりあ・てくれません。しか

し、先日行われた秋田県立大学ＦＤ講演会で、演者の大関邦夫・前弘前大学副学長は、「講

義外での学生との付き合い、そして、そこでの教員という立場を離れた生き様をみせるこ

とは、学生の講義や教員への意識を変化させると期待できる。また、学生に社会性を身に

つけさせる上でも重要である｡」と述べておられます。「感性」、「挑戦心ム「行動力」と

いうものを評価するのは容易ではないと思います。いろいろな手法を学び・使って学生の

諸能力を評価し、さらなる人間力の向上に生かしたいと考えております。

　ところで、平成20年度の「交流塾活動メニュー（案）」をみると、学生の塾への期待が

伝わってきます。私どもは、これらの活動メニューを行うなかで、いくつかのサークルが

誕生することを望んでいます。それらのサークルとは、例えばr農業生産と食に取り組む

サークル」、「自然を楽しむサークル」、「活動拠点作りに励むサークル」などです。そし

て、これらの塾生の力により、「交流塾まつり」や「全国農業学生フォーラム」などが開

催され、また活動成果の展示・公開をとおし、地域住民や社会との交流が進むことを期待

しています。

　学生がいっそう生き生きと輝くF交流塾」を、学生とともに創りあげたいと考えており

ます。

　皆さまのご指導、ご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年２月18日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薫風・満天フィールド交流塾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾長　露崎　浩

３１
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